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概要 
現代の英会話スクールや語学学校の運営には、単なる予約カレンダー以上の仕組みが求められま

す。​
 スクールは講師の稼働状況、生徒の予約、体験レッスンからの入会転換、支払い管理、そして管理
業務全体の監督を調整しながら、一貫性・説明責任・拡張性を維持しなければなりません。 

本プラットフォームは、語学学校の実際の運営方法に特化して設計された、体系的な運営基盤を提

供します。​
 分散したスプレッドシート、連携されていないツール、手作業による管理に代わり、ルールを自動的
に適用し、データの整合性を維持し、運営全体の可視性を確保する統合システムへと置き換えま

す。 

導入後にスクールが実現できる主な成果は次のとおりです： 

●​ 予約調整の手作業や競合のない、信頼性の高いスケジューリング 
●​ ポイント利用およびレッスン管理の透明性向上 
●​ 管理業務の負担軽減 
●​ スタッフの入れ替わりに左右されない一貫したルール運用 
●​ 運営動向やリスクの可視化 
●​ スクールの成長に合わせて拡張可能なインフラ基盤 

一般的な予約ツールとは異なり、本プラットフォームは英会話スクールの実際の運営構造を反映し

て設計されています。すなわち、講師の稼働状況がレッスンを左右し、ポイント制度が予約を動か

し、管理統制が予測可能な成果を確保するという仕組みです。 

本プラットフォームは単にレッスンを管理するためのものではなく、スクール運営を安定させ、保護

し、そして拡張していくことを目的として設計されています。 

 

 

 

 



1. プラットフォーム概要 

本プラットフォームの概要 
本プラットフォームは、英会話スクールおよび語学学校向けに特化して構築された専用のスクール

管理システムです。​
 スケジューリング、生徒対応、講師調整、管理監督にわたる運営管理を一元化します。 

本システムが管理する主な領域は次のとおりです： 

●​ 講師のスケジュール管理および稼働状況のモデリング 
●​ 生徒のレッスン予約管理 
●​ ポイントベースの支払い管理 
●​ オンラインおよび対面レッスンの調整 
●​ 管理業務ワークフローおよび監督 
●​ 通知および運用アラート 
●​ 分析およびパフォーマンスレポート 

すべての中核的な運営プロセスが、ひとつの体系化された環境に統合されています。 

 

アーキテクチャ方針 
本プラットフォームは、いくつかの基本原則に基づいて構築されています： 

稼働状況主導のスケジューリング 

レッスンは、検証された講師の稼働可能時間が存在する場合にのみ成立します。​
稼働状況は定義されたシフトから算出されるため、正確な対応可能枠の把握と競合の防止が実現さ

れます。 

ルール適用の自動化 

予約制限、キャンセル期限、利用制約はスタッフの手作業ではなく、システムによって自動的に適用

されます。 

権限管理による統制 

役割ベースのアクセス管理により、権限・可視性・責任範囲が明確に分離されます。 

 



ライフサイクルデータの保持 

運営履歴を保持することで、監査可能性、説明責任、レポート精度を維持します。 

統合された運営可視性 

スケジューリング、ポイント管理、体験レッスン、分析が単一のデータモデル上で連携し、包括的な洞

察を可能にします。これらの機能が同じデータモデルを共有することで、複数ツール環境で一般的に

発生する照合エラーや分断されたレポートを回避できます。 

 

本プラットフォームの特長 
汎用的な予約ツールとは異なり、本プラットフォームでは次の点が特徴です： 

●​ レッスンは講師の対応可能枠と本質的に連動しています 
●​ 生徒は都度価格ではなく、レッスンポイントで取引します 
●​ 管理ルールがシステム挙動を一元的に制御します 
●​ オンラインと対面レッスンがシームレスに共存します 
●​ 手動監視ではなく自動適用による統制 
●​ 推測ではなく可視化された運営判断 

本プラットフォームは単なるスケジューリング機能の追加ではなく、運営基盤そのものです。 

 

2. 想定ユーザー 

適したスクール像 
本プラットフォームは次のようなスクールに適しています： 

●​ 体系的な成長を目指す小規模スクール 
●​ 複数講師の管理を行う拡大期のスクール 
●​ 多くのレッスンを調整する成熟したスクール 

特に以下を重視するスクールに効果的です： 

●​ 予測可能な運営 
●​ 拡張可能なワークフロー 
●​ 説明責任と透明性 



●​ データに基づく意思決定 

 

特に効果を得られるスクール 

安定性を求めるスクール​
ルールを一度定義すれば一貫して適用されるため、個々のスタッフの知識へ

の依存を軽減できます。 

ポイント制料金を採用しているスクール​
ポイント残高、有効期限、利用状況が自動的に管理されます。 

ハイブリッド形式のレッスンを提供するスクール​
オンラインと対面の形式が統一されたワークフローとポリシーのもとで運用され

ます。 

生徒からの信頼性向上を目指すスクール​
生徒用ダッシュボードにより、プロフェッショナルな印象と透明性が向上し、組織

への信頼強化につながります。 

 

適さない可能性のあるケース 
●​ 完全固定制で予約を伴わないスケジュール運用 
●​ 極めて少量または非公式な指導形態 
●​ デジタル化された運営体制を採用しない組織 

本プラットフォームは、明確な運営ルールと体系的な管理体制の存在を前提としています。 

 

 

 



3. 運用ワークフロー 

講師の稼働状況 
講師またはスタッフは、以下を含む勤務可能状況を設定します： 

●​ 勤務時間 
●​ 対応可能なレッスン形式 
●​ スケジューリング上の制約 

稼働状況は、レッスン対応可能枠を決定する正式な基準情報となります。 

 

生徒による予約 
予約は以下の条件に基づいて検証されます： 

●​ ポイント残高 
●​ 予約可能期間 
●​ キャンセル規定 
●​ 時間制限 
●​ 講師の対応可能枠 

無効な予約は作成できません。 

 

ポイントと支払い 
ポイントは取引単位として機能します： 

●​ 生徒が購入 
●​ 自動的に差し引き 
●​ 透明性を保って記録 
●​ 有効期限を適用 

管理者による調整には正当な理由が必要 

 

 



レッスン形式 
両形式は統一されたロジックのもとで運用されます： 

●​ オンラインセッションにはミーティングリンクが紐付けられます 
●​ 対面セッションではリンクは不要です 

ワークフローの分岐は発生しません。 

管理統制 
管理者は以下を定義します： 

●​ ポリシー 
●​ 制限事項 
●​ 料金設定 
●​ 時間構成 

設定後は： 

●​ スタッフは定められた範囲内で運用を行い 
●​ 講師は指導に専念し 
●​ 生徒は自身で予約を管理します 

 

監視・把握 
管理者は以下をモニタリングできます： 

●​ 稼働率 
●​ 転換率 
●​ キャパシティリスク 
●​ エンゲージメント 

対応は場当たり的ではなく、戦略的に行えるようになります。 

 

 



4. 役割と権限 

役割構造 
主な役割は4種類です： 

●​ 管理者 
●​ マネージャー／スタッフ 
●​ 講師 
●​ 生徒 

各役割には独立した権限と可視範囲が割り当てられます。 

権限レイヤー 
アクセス権は以下の方法で細分化できます： 

●​ 閲覧専用アクセス 
●​ 限定された権限範囲 
●​ マネージャーへの権限委譲 
●​ 段階的なオンボーディング制御 

 

運用上の利点 
この構造により、以下を防止します： 

●​ 意図しないデータ変更 
●​ ポリシーの迂回 
●​ 責任範囲の不明確化 

 

 

 



5. 予約統制 

適用原則 
●​ 予約にはポイントが必要 
●​ 稼働状況の検証を必須化 
●​ キャンセル規定を適用 
●​ 時間制約を適用 

 

制限制御 

生徒向け制御 

●​ 月間目標 
●​ 予約上限 
●​ アラート 

講師向け制御 

●​ レッスン上限 
●​ 過負荷警告 

スクール向け制御 

●​ 予約総量上限 
●​ 取引上限 

 

通知の自動化 
アラートにより、以下について事前に把握できます： 

●​ 残高不足 
●​ リスク 
●​ スケジュール変更 

 



6. ダッシュボードと可視性 
ダッシュボードはリアルタイムの状況把握を提供します： 

生徒情報 

●​ 残高 
●​ スケジュール 
●​ 進捗 

管理者／スタッフ向け 

●​ 稼働率 
●​ シフト状況 
●​ レッスン状況 
●​ 体験レッスンの流れ 
●​ 問い合わせ 
●​ 収益指標 

 

7. ポイント管理 
ポイントは支払い確認後に付与されます。 

主な機能： 

●​ 価値設定のカスタマイズ 
●​ 透明性のある記録管理 
●​ 有効期限の自動処理 
●​ 調整履歴の追跡 

将来的には、直接的な決済連携の自動化にも対応予定です。 

 

 

 



8. 通知 
自動化により以下を通知します： 

●​ リマインダー 
●​ アラート 
●​ 調整内容 
●​ リスク 

これにより、管理業務における監視負担が軽減されます。 

 

9. 分析 
分析では以下に関する洞察を提供します： 

●​ 生徒の行動傾向 
●​ 講師のパフォーマンス 
●​ スクール指標 

これにより、根拠に基づいた計画立案と対応が可能になります。 

 

10. セキュリティと統制 

保護機能 
●​ 役割ベースの分離 
●​ テナント分離 
●​ データフローの暗号化 
●​ 安全な認証 

 

説明責任 
●​ 監査ログ 
●​ 追跡可能な変更履歴 



●​ コンプライアンス対応可能な構造 

 

11. オンボーディングとサポート 

導入支援 
●​ ガイド付きセットアップ 
●​ データ移行サポート 
●​ トレーニングリソース 

継続サポート 
●​ メールによるサポート 
●​ 継続的なアップデート 

 

12. 料金プラン 

無料プラン 
検証用環境 

●​ 予約上限：50件 
●​ 学生：50名 
●​ 講師：2名 
●​ スタッフ：1名 

スターター — 月額 ¥4,000 
小規模スクール向け運営​
手作業やスプレッドシート運用からの移行を想定 

●​ 予約上限：300件 
●​ 学生：100名 
●​ 講師：3名 
●​ スタッフ：3名 



グロース — 月額 ¥10,000 
成長中のスクールに最適、運営を効率化 

●​ 予約上限：2,000件 
●​ 学生：500名 
●​ 講師：10名 
●​ スタッフ：10名 

スケール — 月額 ¥18,000 
拡張中の組織向け​
複数講師の環境をサポート、予測、業務自動化、運営分析に対応 

●​ 予約上限：3,000件 
●​ 学生：2,000名 
●​ 講師：20名 
●​ スタッフ：20名 

プロ — 月額 ¥30,000 
企業規模の導入向け​
複数拠点の組織向け、統合、規模拡張、中央管理に対応 

●​ 容量無制限 
●​ 複数拠点サポート 
●​ APIアクセス 

 

 

 

 



13. 結論 
このプラットフォームは、安定性、効率性、拡張性を求める英会話スクールや語学スクール向けに、

構造化された運営管理を提供します。 

スケジュール管理、取引、ガバナンス、分析を一つの環境に統合することで、スクールは以下を実現

できます： 

●​ 手作業の負担を削減 
●​ 運営上のミスを防止 
●​ 学生のエンゲージメントを向上 
●​ 安定性を損なわずに規模拡大 
●​ 説明責任と透明性を維持 

単なるスケジューリングツールではなく、信頼できる教育運営のためのインフラです。 

実際にプラットフォームを試すための無料環境も用意されています！ こちらにクリック 

 

ドキュメント概要 
本ドキュメントでは、以下の内容を紹介しました： 

●​ プラットフォームの目的と構成 
●​ 理想的なユーザーと導入シナリオ 
●​ 日々の運営ワークフロー 
●​ ガバナンスと権限管理 
●​ 予約管理の基本原則 
●​ 可視性と分析機能 
●​ セキュリティに関する考慮事項 
●​ オンボーディングサポート 
●​ 料金体系 

これらの要素により、現在の運営を安定化させつつ、将来的な成長を可能にするシステムであること

が示されています。 
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